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5
月
1
3
日
1
5
8
号
バ
イ
パ
ス
開
通

期
待
さ
れ
る
冬
季
の
渋
滞
解
消

　

国
道
1
5
8
号
犬
山
－
美
山
町
計
石
間
の
バ
イ
パ
ス
工

事
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
五
月
十
三
日
の
午
前
十
時
か

ら
式
典
が
行
わ
れ
、
午
後
一
時
か
ら
一
般
の
通
行
が
で
き

ま
す
。
福
井
と
大
野
を
結
ぶ
大
動
脈
の
改
良
で
、
市
に
新

し
い
玄
関
が
誕
生
し
ま
す
。

　

国
道
1
5
8
号
の
犬
山
か
ら
美

山
町
計
石
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
建
設

は
、
国
・
県
に
よ
り
昭
和
六
十
年

に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
年

三
月
に
は
、
下
丁
地
区
と
美
山
町

川
上
地
区
を
結
ぶ
新
丁
（
し
ん
よ

う
ろ
う
）
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま

し
た
。

　

新
丁
ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長
五
百

九
十
三
‥
～
幅
九
・
七
五
‥
い
で
、

車
道
部
分
は
片
側
一
車
線
で
七
・

五
レ
、
そ
れ
に
I
・
五
レ
の
片
側

歩
道
が
付
き
ま
す
。
市
側
の
壁
面

に
は
越
前
大
野
城
、
美
山
町
側
に

は
足
羽
杉
と
み
や
ま
つ
つ
じ
の
花

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

市
側
の
取
り
付
け
道
路
は
、
総

幅
員
が
十
四
・
五
い
で
、
す
で
に

完
成
し
て
い
ま
す
。
美
山
町
側
の

川
上
地
区
か
ら
は
、
J
R
越
美
北

線
を
陸
橋
で
ま
た
ぎ
、
計
石
地
区

の
1
5
8
号
に
合
流
し
ま
す
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
区
間
は
四
千
四
百

八
上
い
で
、
総
事
業
費
は
六
上
三

億
四
千
八
百
万
円
で
す
。

望
ま
れ
る

　

全
線
の
早
期
改
良

　

花
山
ト
ン
ネ
ル
は
、
こ
う
配
が

急
な
こ
と
と
ト
ン
ネ
ル
の
幅
が
狭

い
う
え
内
部
で
カ
ー
ブ
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
や
降
雪
期
に
大
混
雑
す
る
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
冬

季
に
は
路
面
凍
結
に
よ
る
事
故
も

多
く
、
早
期
の
完
成
が
待
た
れ
て

い
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
完
成
で
、
よ
り
安
全

な
通
行
が
可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、

渋
滞
の
緩
和
に
よ
る
通
勤
や
物
流

の
時
間
短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
－
福
井
間
に
お
け
る
国
道

1
5
8
号
の
バ
イ
パ
ス
は
、
美
山

町
奈
良
瀬
－
上
新
橋
区
間
の
小
和

清
水
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
ル
ー
ト
が
決
定
し
て
お
ら
ず
、

建
設
時
期
が
未
定
の
ま
ま
で
す
。

　

全
線
バ
イ
パ
ス
化
の
早
期
実
現

が
待
た
れ
ま
す
。
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険阻頂の出回、川上地区を望む

除
雪
体
制
●
バ
ス
路
線
は
変
わ
ら
す

　

こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
計

石
－
花
山
峠
－
犬
山
間
の
1
5
8

号
の
今
後
で
す
が
、
大
野
土
木
事

務
所
に
よ
る
と
、
当
面
は
現
行
の

ま
ま
国
道
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
気
に
な
る
除
雪

で
す
が
、
現
段
階
で
体
制
に
変
更

は
な
く
、
安
心
で
す
。

　

京
福
電
鉄
に
よ
る
福
井
市
へ
の

路
線
バ
ス
も
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
完

成
に
よ
っ
て
路
線
を
変
更
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
花
山
峠
は
重
要

な
基
幹
道
路
と
し
て
、
利
用
さ
れ

ま
す
。

近
世
か
ら
の
歴
史
を
見
守
っ
た
花
山
峠

　

花
山
峠
の
歴
史
は
、
思
い
の
ほ

か
新
し
く
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
す
。
織
田
信
長
に
敗
れ

た
朝
倉
義
景
が
、
大
野
に
入
っ
た

の
も
花
山
峠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
「
坂
の
峠
」
と
呼
ば
れ
、

現
在
の
花
山
峠
の
北
側
に
あ
る
峠

道
を
指
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

入
っ
て
参
勤
交
代
や
庶
民
の
伊
勢

詣
り
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

急
坂
で
車
の
通
行
が
困
難
な
た

め
、
明
治
十
四
年
か
ら
坂
戸
村
の

南
側
を
通
行
す
る
よ
う
に
改
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
十
年
に
三
白
余
り
を
切
り

ト
げ
、
昭
和
三
十
八
年
は
崖
崩
れ

と
雪
崩
防
止
の
た
め
、
現
在
の
花

山
ト
ン
ネ
ル
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

便利になっても安全運転

　

杉川秀次さん（稲郷）

　

商売の関係で、朝早く福井の市場へ通い

ますが、冬の花山峠を通行するときは、常

に気を付ける必要がありました。今度のバイパス完成で、

より安全に通行できることが予想され、うれしく思って

います。しかし便利になっても、何より安全運転で行き

たいと思います。

開通で大野の活性化を

　

松嶋涼子さん（日吉町）

　

通学に花山峠を利用しています。冬季に

限らず花山峠は危ないと思っていたので、

バイパスの完成を心待ちにしていました。福井方面から

の時間が短縮され、より多くの観光客が大野を訪れるよ

うになればよいと思います。開通が大野の活性化につな

がることを期待します。



農業体験や創作活動で都市住民と交流

スターランドさかだに（仮称）基本計画決まる

自然とのふれあいが期待できる完成後のイメージ図

1
2
年
度
完
成
予
定

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に

　

阪
谷
地
区
の
豊
か
な
緑
や
四
季
折
々
の
自
然
景
観
を
生
か

し
、
市
内
外
の
人
た
ち
が
農
作
業
や
エ
芸
、
森
林
浴
な
ど
を

体
験
で
き
る
「
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
（
仮
称
）
」
の
基

本
計
画
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
活
性

化
の
拠
点
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
六
年
の
湯
の
谷
温
泉
施
設

断
念
後
、
阪
谷
地
区
の
区
長
会
や

村
づ
く
り
の
会
な
ど
の
各
種
団
体

で
構
成
す
る
阪
谷
地
区
開
発
促
進

協
議
会
と
市
が
、
新
た
な
活
性
化

対
策
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
阪
谷
地
区
の
景
観

と
気
候
風
土
を
生
か
し
、
都
市
生

活
者
と
の
交
流
を
図
る
施
設
の
基

本
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。

約
3
鉛
の
農
村
公
園

　

建
設
場
所
は
、
蓑
道
の
少
名
彦

（
す
く
な
ひ
こ
）
神
社
西
側
で
、

御
領
・
蓑
道
・
橋
爪
地
係
の
約
三

レ
を
予
定
。
主
要
施
設
は
、
県
営

中
山
間
地
総
合
整
備
事
業
で
取
り

組
み
、
上
一
年
度
か
ら
建
設
工
事

に
着
手
。
十
二
年
度
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
、
約
四
億
三
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

全
体
は
4
ゾ
ー
ン
で
構
成

　

計
画
予
定
地
の
地
形
を
上
分
考

慮
し
、
全
体
を
「
人
口
」
「
交
流
」

「
緑
化
」
「
ふ
れ
あ
い
」
の
四
ゾ
ー

ン
に
分
け
整
備
し
ま
す
。

入
口
ゾ
ー
ン
も
っ
と
も
高
台
で

　

道
路
に
面
し
、
四
季
折
々
の
風

　

情
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
し
、

　

大
型
バ
ス
も
駐
車
で
き
る
駐
車

　

場
を
整
備
し
ま
す
。

交
流
ゾ
ー
ン
地
元
の
人
と
利
用

　

者
が
交
流
を
図
っ
た
り
、
野
外

　

料
理
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

　

ま
す
。

緑
化
ゾ
ー
ン
小
区
画
で
専
門
家

　

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
農
業
体

　

験
が
で
き
る
農
園
や
、
新
作
物

　

の
研
究
を
す
る
実
証
農
園
な
ど

　

を
整
備
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
家
族
連
れ
や

　

小
グ
ル
ー
プ
が
宿
泊
研
修
で
き

　

る
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
自
由
に
創
作

　

活
動
が
で
き
る
体
験
工
房
を
作

　

り
ま
す
。

運
営
は
地
元
主
体
で

　

完
成
後
は
、
阪
谷
地
区
住
民
を

主
体
と
し
た
組
織
で
管
理
・
運
営

に
当
た
り
ま
す
。
利
用
は
四
月
か

ら
十
一
月
ま
で
で
、
年
間
約
三
万

人
の
利
用
客
を
予
測
し
て
い
ま
す
。



利
用
し
て
く
だ
さ
い
市
の
情
報

公
開
に
向
け
行
政
資
料
室
を
新
設

　

市
で
は
、
平
成
t
年
度
に
導
入

を
予
定
し
て
い
る
情
報
公
開
制
度

に
先
べ
ち
、
四
月
一
目
に
行
政
資

料
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
資
料
室

は
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
正
面
玄
関
を
入
っ
だ
左
手
の
、

こ
れ
ま
で
生
活
環
境
課
が
あ
っ
た

場
所
で
す
。

　

資
料
瘤
に
口
、
市
の
予
算
書
や

各
種
統
計
書
、
市
議
会
の
議
事
録
、

市
が
発
行
し
た
印
刷
物
、
政
府
刊

行
物
、
法
規
集
な
ど
が
そ
ろ
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
市
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど

も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

約
五
百
冊
ほ
ど
で
、
未
整
理
の
物

も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
充

実
さ
せ
て
い
き
、
目
録
の
製
作
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
は
コ

ピ
ー
機
が
備
え
ら
れ
て
い
て
、
有

料
で
必
要
な
資
料
の
コ
ピ
ー
が
で

き
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
常
時
専
任
の
職
員
を

こ
人
置
い
て
、
資
料
の
有
無
や
種

類
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え

て
い
ま
す
。

将
来
は
請
求
の
窓
口

　

現
在
、
市
で
は
情
報
公
開
制
度

に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聞
く
、
情

報
懇
話
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
話
会
は
十
一
人
か
ら
な
り
、

各
種
団
体
か
ら
の
代
表
や
学
識
経

験
者
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
市

民
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
情
報
公
開
制
度
の
基

本
的
な
考
え
方
や
公
開
の
基
準
、

公
開
方
法
な
ど
、
制
度
の
あ
り
方

全
般
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
市
へ

答
申
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
平
成
十
年
度
に
は
、
行
政
資
料

室
が
公
開
請
求
の
窓
口
と
し
て
の

機
能
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

お
気
軽
に
総
合
案
内
へ

　

こ
れ
ま
で
、
生
活
環
境
課
が
総

合
案
内
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
が
、

行
政
資
料
室
が
総
合
案
内
も
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
担
当
課
へ
の
取
り
次
ぎ
や
会

議
の
案
内
、
庁
内
放
送
な
ど
来
庁

者
の
相
談
に
こ
た
え
ま
す
。

　

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

し

固定資産評価委員に
飯田氏が再任

　

3月定例市議会最終日の3月

24日、任期満了に伴う固定資産

評価審査委員会委員（任期3年）

の選任と、人権擁護委員候補者

（任期3年）の推薦が行われ、

次のとおり決まりました。

固定資産評価審査委員会委員

飯田敬一（70歳・上丁）再任

人権擁護委員候補者

松田まつ枝（66歳・要町）再任

安川昭一（55歳・下舌）再任

　　　　　　　　　　　

敬称略

ハイテク処置で救命率向上

消防署に高規格救急車入る

　

大
野
地
区
消
防
本
部
は
、
こ
の

ほ
ど
高
規
格
救
急
車
を
導
入
し
、

四
月
一
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
了

い
ま
す
。
奥
越
地
区
で
は
、
第
一

号
の
導
入
で
す
。

　
　

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
か

ら
亜
体
と
標
準
装
備
の
寄
付
を
1

け
、
消
防
本
部
で
追
加
装
備
を
し

ま
し
た
。

　

高
規
格
救
急
車
に
は
、
救
急
救

命
土
一
人
と
救
急
隊
員
が
二
人
乗

り
込
み
ま
す
。

　

車
内
の
患
者
室
は
、
従
来
の
救

急
車
よ
り
も
広
く
、
立
つ
た
ま
ま

救
命
活
動
が
で
き
ま
す
。
走
行
中

に
患
者
へ
の
負
担
を
最
小
限
に
抑

え
る
防
振
ベ
ッ
ド
を
採
用
し
た
ほ

か
、
心
電
図
や
心
拍
数
、
血
圧
な

ど
患
者
の
容
体
を
車
内
か
ら
市
内

の
二
病
院
に
転
送
で
き
る
装
置
も

配
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
医
師
の
指
示
を

受
け
な
が
ら
心
肺
停
止
に
陥
っ
た

患
者
に
必
要
な
処
置
を
施
す
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



市
の
人
事
異
動

　

市
は
四
月
一
日
付
で
、
総
数
百
二
十
一
人
の
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
伴
う
配

置
や
係
長
職
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
実
務
体
制
の
強
化
を

行
つ
だ
ほ
か
、
三
公
民
館
長
に
行
政
職
員
を
配
置
し
ま
し

た
。
内
訳
は
部
長
級
三
人
、
課
長
級
十
六
人
、
課
長
補
佐

級
十
四
人
、
係
長
級
二
十
－
人
、
主
査
級
二
十
人
、
一
般

職
十
八
人
、
業
務
職
十
六
人
、
新
採
用
は
十
三
人
で
す
。

部
長
級

「
市
長
部
局
」
？
総
務
部
長
・
井

ノ
部
寛
之
？
産
業
経
済
部
長
・
石

倉
善
一

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▼
事

務
局
長
・
川
端
正
毅

課
長
級

【
市
長
部
局
】
▼

市
長
公
室
▽
秘
書

広
報
課
長
・
堂
本

さ
だ
子
▼
総
務
部

▽
総
務
課
長
・
小

池
好
孝
▽
財
政
課

長
・
前
山
紀
男
▽

税
務
課
長
・
加
藤

務
？
市
民
福
祉
部

▽
巾
民
課
長
・
出

日
涼
子
▽
生
活
環

境
課
長
・
川
縁
俊

一
▽
保
健
衛
生
課

長
兼
ね
て
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
・
加

藤
勲
▽
浄
化
セ
ン

夕
I
所
長
・
山
ド

与
兵
衛
▽
福
祉
課

長
兼
ね
て
高
齢
者

福
祉
室
長
・
福
祉

事
務
所
長
・
廣
瀬
円
信
▼
産
業
経

済
部
▽
農
務
課
長
・
藤
田
英
機
▼

建
設
部
▽
建
設
課
長
兼
ね
て
防
雪

基
地
管
理
棟
管
理
者
・
中
尾
寛
▽

下
水
道
課
長
・
長
瀬
哲
也

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
ス

ポ
ー
ツ
課
長
兼
ね
て
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
所
長
・
嶋
田
喜
雄
▽
大

野
公
民
館
長
・
指
岡
勲
▽
下
庄
公

民
館
長
・
谷
脇
一
治
▽
上
庄
公
民

館
長
・
大
前
原
勝
一

？
県
庁
へ
帰
任
・
田
中
房
一

課
長
補
佐
級

「
市
長
部
局
」
▼
総
務
部
▽
大
野

市
公
共
施
設
管
理
公
社
派
遣
・
岸

山
厚
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
課

長
補
佐
・
伊
藤
吉
紀
▽
生
活
環
境

課
課
長
補
佐
・
山
村
郁
子
▽
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
長
・
松
田
安
雄

▽
福
祉
課
課
長
補
佐
・
藤
森
勉
？

産
業
経
済
部
▽
商
工
観
光
課
課
長

補
佐
・
廣
瀬
占
隆
？
建
設
部
▽
都

市
計
画
課
課
長
補
佐
・
松
田
輝
治

▽
4
1
水
道
課
課
長
補
佐
・
安
岡
庄

助
▼
会
計
課
課
長
補
佐
・
宮
下
真

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
庶

務
課
課
長
補
佐
・
堂
下
義
治

係
長
級

【
市
長
部
局
】
？
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
秘
書
係
長
お
よ
び
友
好

交
流
係
長
・
山
村
正
人
▼
総
務
部

▽
財
政
課
管
財
係
長
・
桐
林
克
己

▽
税
務
課
資
産
税
係
長
・
川
端
雅

夫
▽
同
課
収
税
係
長
・
山
田
一
郎

？
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
市
民
窓

口
係
長
・
西
比
佐
子
▽
福
祉
課
社

会
福
祉
係
長
・
渾
田
み
ち
代
▽
同

課
児
童
福
祉
係
長
・
井
川
鋭
子
▽

▽
義
景
保
育
園
長
・
林
正
枝
▽
荒

島
保
育
園
長
・
島
田
い
つ
美
▼
産

業
経
済
部
▽
農
務
課
農
業
振
興
係

長
・
篠
田
守
一
▽
商
工
観
光
課
商

工
労
政
係
長
・
羽
田
年
也
？
建
設

部
▽
建
設
課
管
理
建
築
係
長
・
阿

部
継
一
▽
同
課
道
路
係
長
・
南
和

弘
▽
同
課
河
川
係
長
・
清
水
悦
朗

▽
同
課
維
持
係
長
・
朝
日
俊
雄
▽

上
水
道
課
営
業
係
長
・
松
山
禎
子

▽
同
課
業
務
係
長
・
佐
子
重
夫

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
庶

務
課
施
設
係
長
・
佐
々
木
清
一
▽

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
長
・
四

方
一
人

【
市
議
会
事
務
部
局
】
▽
議
事
調

査
係
長
・
中
村
浩
一

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】
▽

係
長
・
田
中
一
郎

主
査
級

【
市
長
部
局
】
？
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
主
査
…
川
端
秀
和
▽
総

〈
口
政
策
課
主
査
…
植
村
浩
明
▼
市

民
福
祉
部
▽
福
祉
課
主
査
・
永
田

由
美
子
▽
高
齢
者
福
祉
室
主
査
・

清
水
啓
司
▽
義
景
保
育
園
主
任
保

母
・
安
田
江
美
子
▽
春
日
保
育
園

主
任
保
母
・
築
紫
和
美
▽
あ
か
ね

保
育
園
主
任
保
母
…
森
田
輝
美
▽

同
・
廣
瀬
公
子
？
産
業
経
済
部
▽

農
務
課
主
査
・
笠
松
健
男
？
建
設

部
▽
建
設
課
主
査
・
村
上
一
幸
▽

都
市
計
画
課
主
査
・
脇
本
浩
嗣
▽

中
部
縦
貫
道
対
策
課
主
査
・
畑
中

六
太
郎
▽
下
水
道
課
主
査
・
森
岡

幸
弘

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
小

山
幼
稚
園
主
任
教
諭
・
山
上
一
代

▽
富
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
・
出
村

初
枝
▽
阪
谷
幼
稚
園
主
任
教
諭
・

榊
原
雪
江

【
市
議
会
事
務
部
局
】
▽
書
記
・

岸
田
尚
悟

【
農
業
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
主

査
・
小
林
育
子

▼
県
庁
派
遣
・
斉
藤
清
英
？
県
立

大
学
大
学
院
・
本
多
充

嘱
託
員
（
新
任
）

【
教
育
委
員
会
事
務
部
局
】
▽
図

書
館
長
・
駒
原
武
夫

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
）

【
一
般
職
】
▽
稲
葉
一
夫
（
総
務

部
長
）
▽
駒
原
武
夫
（
産
業
経
済

部
長
）
▽
平
鍋
金
一
（
税
務
課
長
）

▽
松
本
多
嘉
雄
（
福
祉
課
長
）
▽

奥
野
耕
作
（
保
健
衛
生
課
長
）
▽

木
下
美
代
子
（
義
景
保
育
園
長
）

【
業
務
職
】
▽
村
上
信
雄
（
議
会

事
務
局
）
▽
帰
山
桂
子
（
あ
か
ね

保
育
園
）
▽
前
田
敏
子
（
乾
側
小

学
校
）

新採用職員に辞令交付



エキサイティング

スポーツ

情X報

●
目
指
せ
国
技
館

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
に
集
ま
れ

　

大
野
青
年
会
議
所
と
市
相
撲
連

盟
で
は
、
国
技
で
あ
る
相
撲
を
通

し
て
、
心
身
の
鍛
練
と
健
康
の
増

進
を
図
る
た
め
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
野
場
所
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
学
年
の
優
勝
者
（
男
子
の
み
）

は
、
7
月
2
7
日
に
国
技
館
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

日
時
6
月
1
4
日
①
午
前
8
時
4
5

　

分
開
会

場
所
有
終
会
館

参
加
資
格
大
野
市
と
和
泉
村
の

　

小
学
3
年
～
6
年
の
男
女

競
技
方
法
各
学
年
ご
と
の
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
個
人
戦
・
3
人
勝
抜

　

戦
（
3
年
の
部
の
み
）

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送

　

ま
た
は
持
参

締
め
切
り
5
月
2
3
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
青
年
会
議
所
（
〒
9
1
2
天

　

神
町
1
1
1
9
有
終
会
館
内
豊

　

5
6
・
1
2
3
3
J
ま
で

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

　

参
加
者
を
募
集

日
時
5
月
2
5
口
⑨
午
前
8
時

　

3
0
分
開
会
（
雨
天
の
場
合
は
6

　

月
1
日
⑨
に
延
期
）

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

種
目
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス

試
合
方
法
6
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
の

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

参
加
料
1
人
1
0
0
0
円
（
当

　

日
持
参
）

申
し
込
み
方
法
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
・
連
絡
先
を
明
記

　

し
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

締
め
切
り
5
月
1
6
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
酒

　

井
商
事
春
日
給
油
所
（
〒
9
1

　

2
春
日
3
－
4
－
4
豊
6
6
・

　

3
2
1
2
フ
ァ
ク
ス
6
5
・
6
1

　

5
2
⑥
～
②
の
午
前
9
時
～
午

　

後
5
時
の
間
）

●
剣
道
し
ま
せ
ん
か

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
少
年
剣

道
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

日
時
5
月
1
5
日
④
～
7
月
1
7
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時

　

～
9
時

場
所
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
男
女

締
め
切
り
5
月
1
4
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4
・

　

1
3
1
1
）
ま
で

●
飯
降
山
夜
間
登
山

日
時
6
月
7
日
①
午
後
4
時
市

　

役
所
前
集
合

会
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

主
催
市
体
育
協
会
・
大
野
親
岳

　

会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
I
上
D
Q
J
1
）

　

ま
で

波
乱
万
丈
バ
レ
ー
人
生

大
林
素
子
さ
ん
が
講
演

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
バ
レ
ー
で
活
躍
し
、
先
ご
ろ

引
退
し
た
大
林
素
子
さ
ん
の
講
演

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
5
月
2
1
日
⑥
午
後
5
時
3
0

　

分
開
場
、
午
後
6
時
3
0
分
開
演

場
所
市
文
化
会
館

演
題
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
私

問
い
合
わ
せ
先
越
前
信
用
金
庫

　

本
店
営
業
部
（
容
6
6
・
1
3
1

　

3
）
ま
で

※
翌
2
2
日
④
の
午
前
1
0
時
か
ら
正

　

午
ま
で
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で

　

市
内
中
学
バ
レ
ー
部
の
指
導
を

　

し
ま
す
。
一
般
の
参
観
も
可
能
。

－設｀
スーツ｜・叱

⑥B＆G大野海洋センター

　

大
野
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
六
十
年
五
月
に
（
財
）

ブ
ル
ー
シ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
財
団
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
青
少
年
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
が
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
と
、
昭
和
六
十
三

年
七
月
に
市
に
無
償
譲
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
、
バ
レ
ー

コ
ー
ト
二
面
が
と
れ
る
体

育
館
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
（
柔
道
場
な
ど
）
会

議
室
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
の
プ
ー
ル
設
備

は
、
こ
十
五
口
六
コ
ー
ス

と
小
さ
い
子
供
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
幼
児
用
プ
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル

は
、
シ
ー
ズ
ン
中
シ
ー
ト

で
覆
わ
れ
、
五
月
下
旬
か

ら
九
月
末
ま
で
、
雨
の
日

や
夜
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
が
二
面
あ
り
、
高
齢
者
に
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
泳
教

室
を
は
じ
め
、
柔
道
、
剣
道
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
の
教
室
や
各
種

大
会
を
独
自
に
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
健
康
な
心
と
体
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
や
使
用
料
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
午
前
の
部
＝
午
前
9

　

時
～
1
2
時
、
午
後
の
部
＝
午
後

　

1
時
～
5
時
、
夜
の
部
＝
午
後

　

6
時
～
9
時

休
館
日
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の

　

翌
日
、
年
末
年
始

場
所
稲
郷
4
3
－
1
7
－
1

電
話
6
4
・
1
3
1
1



に：゜ミ．≡

心
配
す
る
前
に
受
診

　
　
　

申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

い
よ
い
よ
五
月
か
ら
各
種
の
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。

あ
な
た
は
、
申
し
込
み
を
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か
。
「
自
分

の
体
は
大
丈
夫
」
と
思
つ
て
い
る
人
も
、
一
年
に
一
度
は

健
康
診
査
を
受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
よ

う
。
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
第
一
。
誰
も
守
つ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

診
査
は
フ
種
類

　

市
が
実
施
す
る
健
康
診
査
を
紹

介
し
ま
す
。

成
人
病
健
診
血
圧
・
尿
・
血
液

　

・
心
電
図
な
ど
の
検
査
が
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
必
要
な

　

人
は
、
喀
痰
検
査
も
受
け
ら
れ

　

ま
す
。

胃
が
ん
検
診
検
診
車
で
バ
リ
ウ

　

ム
を
飲
み
、
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
受
診
日

　

に
は
朝
食
を
抜
く
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
専
用
の
容
器
に

　

検
便
し
、
便
潜
血
の
有
無
を
調

　

べ
ま
す
。

子
宮
頚
部
が
ん
検
診
検
診
車
で

　

疑
わ
し
い
細
胞
の
有
無
を
調
べ

　

ま
す
。

乳
が
ん
検
診
乳
房
の
疑
わ
し
い

　

し
こ
り
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

子
宮
体
が
ん
検
診
医
療
機
関
で

　

受
診
し
、
頚
部
よ
り
奥
の
疑
わ

　

し
い
細
胞
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

　

成
人
病
健
診
と
肺
が
ん
検
診
、

ま
た
、
子
宮
頚
部
が
ん
検
診
と
乳

が
ん
検
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に

実
施
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
の

専
用
の
容
器
は
、
胃
が
ん
検
診
の

時
に
配
付
し
ま
す
。

節
目
で
の
が
ん
検
診
は
無
料

　

手
数
料
は
表
の
通
り
で
す
が
、

七
十
歳
以
上
の
（
昭
和
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
）
人

は
無
料
で
す
。
ま
た
今
年
度
か
ら

新
し
く
節
目
で
の
検
診
と
し
て
今

年
度
中
に
四
十
歳
（
昭
和
三
十
二

年
四
月
一
日
～
三
十
三
年
三
月
三

十
一
日
生
ま
れ
）
お
よ
び
五
十
歳

（
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
～
二

十
三
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
）

に
な
る
人
は
、
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
子
宮
頚
部
が
ん
・
乳
が
ん
、

以
上
四
つ
の
が
ん
検
診
の
受
診
に

限
っ
て
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

さ
て
、
健
康
診
査
を
受
診
す
る

た
め
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
す
で
に
申
し
込
み
を
済
ま
さ

れ
た
人
に
は
、
検
診
の
日
時
や
場

所
な
ど
の
通
知
を
し
ま
す
が
、
ま

だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各種健康診査手数料（単位：円）

成人病健診 1，200
肺がん検診 200

喀痰検査 500

胃がん検診 900

大腸がん検診 500

子宮頚部がん検診 600

乳がん検診 300

子宮体がん検診 2，500

zlM：巨，’：：．．’M：・il



暮
ら
し
の
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会
ヤ
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I
イ
「
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I
χ
I
I
I 牛乳の規格とその成分

ご存じですか、この違い

乳飲料編

　

毎
日
何
気
な
く
飲
ん
で
い
る
牛
乳
や
乳
飲
料
は
、
そ
の

庄
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
に
よ
っ
て
、
種
類
が
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
「
D
H
A
入
り
」
と
表
示
さ
れ

た
物
も
見
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
。

こ
れ
ら
乳
飲
料
の
種
類
と
そ
の
成
分
の
違
い
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

－
二
種
類
の
基
準

　

牛
乳
の
種
類
に
は
、
濃
厚
牛
乳

や
低
脂
肪
乳
な
ど
の
加
工
乳
を
は

じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
乳
飲

料
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
「
牛
乳
」
と
い
わ
れ
て

い
る
物
は
、
大
き
く
「
牛
乳
」
「
加

工
乳
」
「
乳
飲
料
」
の
三
種
類
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、
厚
生
省
令
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
中
に
含
ま
れ
る

成
分
に
、
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

牛
乳
牛
か
ら
搾
っ
た
生
乳
を
熱

　

殺
菌
し
た
物
で
、
水
や
添
加
物

　

を
混
ぜ
る
こ
と
は
、
禁
じ
ら
れ

　

て
い
ま
す
。
成
分
の
乳
脂
肪
分

　

は
三
％
以
上
で
、
無
脂
乳
固
形

　

分
（
牛
乳
中
の
水
分
と
脂
肪
分

　

以
外
の
物
で
、
糖
質
や
タ
ン
パ

　

ク
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

　

ン
な
ど
の
栄
養
素
）
は
、
八
％

　

以
上
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
工
乳
生
乳
を
主
原
料
と
し
、

　

ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉

　

乳
な
ど
の
乳
製
品
を
加
え
、
牛

　

乳
よ
り
成
分
を
濃
厚
に
し
た
物

　

と
、
逆
に
乳
脂
肪
分
を
三
％
未

　

満
の
低
脂
肪
に
し
た
物
が
あ
り

　

ま
す
。
後
者
の
低
脂
肪
乳
は
、

　

ロ
ー
フ
ァ
ッ
ト
ミ
ル
ク
と
も
い

　

わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
無

　

脂
乳
固
形
分
は
八
％
以
上
で
す
。

乳
飲
料
牛
乳
や
脱
脂
粉
乳
に
果

　

汁
や
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
液
、
ミ
ネ

　

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
加
え

　

た
物
で
、
乳
固
形
分
（
無
脂
乳

　

固
形
分
と
乳
脂
肪
分
を
合
わ
せ

　

た
物
）
は
三
％
以
上
で
す
。

D
H
A
入
り
と
は

　

最
近
「
D
H
A
人
り
」
と
表
示

さ
れ
た
食
品
を
よ
く
み
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
D
H
A
と
は
、

ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
と
い
う
脂

肪
酸
の
一
種
で
、
脳
の
機
能
を
活

性
化
さ
せ
た
り
、
成
人
病
の
予
防
、

特
に
血
栓
や
動
脈
硬
化
を
予
防
す

る
と
い
っ
た
研
究
結
果
が
発
表
さ

れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

青
み
が
あ
る
魚
の
ア
ジ
や
イ
ワ
シ
、

サ
ン
マ
、
マ
ク
ロ
、
カ
ツ
オ
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
D
H
A
を
添
加

し
た
食
品
も
、
多
く
出
て
来
て
い

ま
す
。

　

D
H
A
人
り
の
乳
製
品
で
は
、

添
加
量
が
少
な
か
っ
た
り
飲
む
量

が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
摂
取

が
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

平
均
的
な
食
生
活
を
し
て
い
る
限

り
、
特
に
こ
の
よ
う
な
食
品
を
利

用
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
で
す
。

li≪＝＞fに闇するご相諦は消費糾笥センターへ晋66・ツド鳩碑巾無4幻



市謳の

ぺ≠ジ

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

高原にも春到来
（円山公園の動物引っ越し）

ぐるー・39登場 中野清水を守る会

環
境
保
全
の
意
識
向
上
を

　

中
野
清
水
を
守
る
会
は
、
中
野

町
二
丁
目
区
を
は
じ
め
と
し
た
下

庄
地
区
の
青
壮
年
会
を
中
心
に
、

三
月
十
四
日
に
発
会
し
た
ば
か
り

で
す
。
そ
の
名
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
同
区
に
わ
く
清
水
「
中
野

清
水
」
が
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
事

か
ら
、
き
れ
い
だ
っ
た
昔
の
姿
を

取
り
戻
そ
う
と
地
域
の
有
志
が
立

ち
上
が
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
は
市
内
外
か
ら
も
募
ら
れ

て
、
現
在
百
人
以
上
を
数
え
て
い

ま
す
。

　

会
の
活
動
は
、
清
水
の
管
理
や

保
存
、
環
境
保
全
に
関
す
る
学
習

会
と
広
報
活
動
な
ど
で
す
。
年
に

三
回
ほ
ど
は
清
水
の
清
掃
を
行
う

予
定
で
、
四
月
六
日
に
は
会
が
発

足
し
て
か
ら
初
め
て
の
清
掃
が
行

わ
れ
、
雨
の
中
、
メ
ン
バ
ー
約
五

十
人
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
の
事
業
は
、
こ
の

清
掃
の
ほ
か
に
清
水
周
辺
の
美
化

と
し
て
、
水
生
植
物
の
植
え
付
け

や
花
壇
の
整
備
、
環
境
保
全
の
看

板
の
設
置
や
研
修
会
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
清
水
に
は
、
付
近
の
生

活
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
た
り
、

十
数
年
前
の
工
事
残
土
が

残
さ
れ
た
ま
ま
で
、
ゆ
う

水
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た

り
し
て
い
ま
す
。
会
で
は
、

将
来
こ
れ
ら
の
改
修
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

「
大
野
は
名
水
の
町
。

市
内
に
は
い
く
つ
か
の
ゆ

う
水
池
が
あ
る
が
、
そ
の

中
で
も
中
野
清
水
は
一
番

低
い
場
所
に
あ
り
、
こ
の

清
水
が
駄
目
に
な
っ
た
ら

市
内
の
清
水
全
体
が
駄
目

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
会
の
中
で
は
懸
念
の
声

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

市
民
の
環
境
保
全
に
関
す
る
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
第
一

の
願
い
だ
そ
う
で
す
。

　

会
で
は
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
連
絡
は
、
事
務
局
の
梅

崎
弥
四
郎
さ
ん
（
容
6
6
・
0
4
0

9
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

『
記
念
日
の
本
』

『
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
』

　

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
付
は
、
数
字

で
表
わ
さ
れ
る
以
外
に
、
い
ろ
い

ろ
な
記
念
日
と
し
て
も
表
さ
れ
ま

す
。
五
月
は
特
に
多
く
、
憲
法
記

念
日
、
こ
ど
も
の
日
、
母
の
日
、

ほ
か
に
も
立
夏
や
愛
鳥
週
間
、
世

界
赤
十
字
デ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

『
記
念
日
の
本
』

は
、
ア
メ
リ
カ
の

グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

カ
ー
ド
（
誕
生
日

や
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
に
送
る
カ
ー

ド
）
の
会
社
が
監

修
し
た
本
で
、
独

立
記
念
日
や
感
謝

祭
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
の
い
ろ
い
ろ
な

記
念
日
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
ボ
ス
（
上

司
）
の
日
や
秘
書

の
日
な
ど
職
場
で
役
立
ち
そ
う
な

記
念
日
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
日
と
い
え
ば
、
一
人
ひ
と

り
の
誕
生
日
も
、
記
念
日
だ
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

『
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
』
は
、

受
精
か
ら
誕
生
ま
で
、
赤
ち
ゃ
ん

の
姿
を
克
明
な
カ
ラ
ー
写
真
で
撮

影
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
生
命

の
神
秘
を
感
じ
さ
せ
る
一
冊
で
す
。

　

母
親
の
お
腹
の
中
に
い
た
と
き

の
事
を
覚
え
て
い
る
わ
け
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
写
っ
て
い
る
胎
児
が

ま
る
で
自
分
の
よ
う
に
見
え
る
か

ら
不
思
議
で
す
。

　

誕
生
日
に
は
、
年
を
と
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
な
い
で
、
は
か
な

く
て
神
秘
的
な
命
が
、
ま
た
一
つ

成
長
し
た
と
考
え
て
は
い
か
が
で

し
よ
’
つ
。

1「おなかの赤ちゃん」｜

シェライラ・キッチンジャー著

　

レナート・ニルソン写真

　

松山栄吉訳講談社

『記念日の本』

日本ヴォーグ社



私屯，勺．｀Cこ，そ

市
役
所
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

―
Ｇ

　

先
口
、
農
業
者
年

金
の
現
況
届
の
提
出

に
市
役
所
へ
行
き
ま

し
た
。
農
業
者
年
金
の
現
況
届
は
、

農
業
委
員
会
の
証
明
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
農
業
委
員
会

は
三
階
に
あ
る
た
め
、
階
段
を
上

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
況
届
の
用
紙
を
持
っ
て
階
段

を
上
っ
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は

受
給
者
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
で
、

中
に
は
気
の
毒
に
思
わ
れ
る
人
も

い
ま
し
た
。
同
時
に
市
役
所
の
三

階
で
は
、
所
得
の
申
告
が
行
わ
れ

て
い
て
、
高
齢
者
の
人
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
都
八
口
に
よ
り
い
つ

で
も
一
階
で
受
け
付
け
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
高
齢
者
や
障
害

を
持
つ
人
が
気
軽
に
役
所
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
が
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
市
内
匿
名
男
性
）

A

　

市
で
は
、
か
ね
て

よ
り
高
齢
者
や
身
体

に
障
害
を
持
つ
人
た

ち
に
も
不
自
由
な
く
庁
舎
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
自
動
ド

ア
の
設
置
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
の
設

置
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
な

ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
も
、
以
前
よ
り
専
門
家
の
意
見

を
聞
く
な
ど
し
て
、
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
十
七
年
に
完

成
し
た
庁
舎
建
物
の
構
造
上
に
問

題
が
あ
る
こ
と
、
設
置
で
き
た
と

し
て
も
、
設
置
に
よ
る
庁
舎
内
部

の
ス
ペ
ー
ス
効
率
の
悪
化
、
設
置

に
伴
う
費
用
な
ど
を
考
え
併
せ
ま

す
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は

困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
な
る
べ
く
一
階
の
会

議
室
で
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
階

段
の
歩
行
が
困
難
な
場
合
な
ど
は
、

総
合
案
内
を
は
じ
め
、
職
員
に
気

軽
に
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
財
政
課
長
）

刻吟瞼

清
水
は
市
民
の
財
産

中
野
清
水
を
守
る
会
会
長

　

島
田
皿
成
さ
ん
（
6
5
歳
中
野
町
―
）

　

島
田
さ
ん
は
、
下
庄
地
区
に
あ

る
ゆ
う
水
池
、
通
称
中
野
清
水

（
し
よ
う
ず
）
を
守
り
後
世
に
伝

え
て
い
こ
う
と
発
足
し
た
、
中
野

清
水
を
守
る
会
の
初
代
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

四
十
年
ほ
ど
前
ま
で
、
中
野
清

水
に
は
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
わ
き

の
ど
を
潤
す
こ
と
が
で
き
る
、
地

区
民
の
憩
い
の
場
で
し
た
。

　

子
供
の
こ
ろ
清
水
で
魚
を
追
っ

た
島
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
生
活
雑

排
水
が
流
れ
込
み
、
ご
み
が
散
乱

す
る
現
状
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　

昨
年
ま
で
島
田
さ
ん
は
、
中
野

町
二
Γ
目
区
の
区
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
同
じ
思
い

を
持
つ
地
元
の
青
壮
年
団
体
や
個

人
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
を
持
ち
協
議
を
続
け
て
、

昨
年
の
六
月
に
有
志
約
四
十
人
で
、

念
願
の
清
水
の
清
掃
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
住
民
活
動
が
会
の
発
足
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

　
　

「
み
ん
な
が
七
日
の
よ
う
に
、
生

活
の
。
部
と
し
て
水
と
ふ
れ
合
え

る
よ
う
に
、
中
野
清
水
を
美
し
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
観

光
地
に
で
き
た
ら
良
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
や
る
べ
き
こ
と
が
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
広
く
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
す

島
田
さ
ん
は
、
幼
い
日
に
清
水
で

遊
ぶ
子
供
の
よ
う
な
笑
顔
で
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

　

や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト

　

実
行
委
員
を
募
集

　

や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
大

野
に
住
む
障
害
を
持
つ
人
だ
ち
と

支
え
る
人
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
思

い
や
希
望
を
歌
う
手
作
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

　

県
内
に
住
む
身
体
に
障
害
を
持

つ
人
や
そ
の
家
族
が
か
い
た
詩
に
、

み
ん
な
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
、

み
ん
な
で
歌
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
H
月
3
0
日
に

市
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

運
営
を
手
伝
う
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
や

　

ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

　

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

　

豊
6
5
・
8
7
7
3
フ
ァ
ク
ス

　

6
5
・
8
7
7
6
）
ま
で



愛らしい雪人形の父

前田芳雲さんの力作一堂

　

3月16日から28日まで有終会館で、一刀彫

りの雪人形の原作者として知られる彫刻家の

前田芳雲さん（82歳・清瀧）の作品展が開か

れました。前田さんは昭和11年に上京し、旧

帝展審査員の彫刻家、吉田芳明氏に師事。大

野に戻り、同21年に一刀彫り「雪人形」を創

作発表しました。会場には愛らしい雪人形を

はじめ、宝慶寺に安置されている「だるま大

師」や荒島岳にこもって彫った「三光五大力

下動明王象」など力作113点が展示され、

訪れた巾民を魅了しました。

早期実現に向けて気勢

中部縦貫道推進大会に1000人

　

中部縦貫自動巾道和泉・大野間の整備促進

をアピールする早期実現推進大会（同自動車

道大野油坂道路建設推進｜拓義会七催）が、3

月22日有終会館で開かれました。人会には沿

線の住民ら約に000人が参加し、地元が

一丸となって早期開通に向け訴えることを確

認しました。最後に中部縦貫道の早期完成、

一般財源の大幅投入や道路特定財源の全額を

道路整備に充当することなどを記した決議文

を採択しました。

活力ある村づくりの拠点に

下丁と榎にふれあい会館完成

　

2月15日、下丁区のふれあい会館が完成し

落成式を行いました。これまでの集会場は老

朽化が進み、調理室も無かったため新築とな

りました。新しい会館は、木造平屋建て約1

72平方航で、総工費は約2，500万円で

す。3月30日には榎区のふれあい会館が完成

し、落成を祝いました。こちらも老朽化によ

る建て替えで、木造平屋建て約173平方に、

総工費約3，000万円です。今後は、区民

の健康増進と村づくり活動の拠点として利用

されます。

話箇回也場秘書広報課広報広聴係豊66－1111



箱詰回底塵
情報化政策にテレビも注目

民放キー局が市を取材

　

市では、開かれた市政とイメージアップの

ため、インターネットや情報公開制度の導入

などさまざまな情報化政策を進めています。

このほど、その取り組みに東京のテレビ局が

注目し、3月28日と29日に市を取材。番組名

は、大前研一氏の「さあ！インターネット」

（テレビ東京系列）で、4月14日から18日ま

で毎日、市のホームページや電子メールによ

る広聴事業などが紹介されました。残念なが

ら福井県での放送はありませんでしたが、全

国に向けてまた一つ、情報発信。

より安全な通学路に

地域ぐるみで総点検

　

市や県、警察、学校・地元団体などで組織

する市交通安全総点検実行委員会は4月15日

に、交通安全モデル指定校である下庄小学校

校下の交通安全調査をしました。54人が6班に

分かれ、約8乱を歩いて調査。傘をさしたり

自転車に乗ったりしながら危険個所をチェッ

クした結果、「水路に防護柵が無い」「カーブ

ミラーが見えない」など98項目が指摘されま

した。市と県では、この結果を基に改善計画

を作り、実施できるものから順次改善をして

いく予定です。

経営方針はまちづくり、人づくり

平成大野屋本店が発足

　

昨年、市は「大野」姓を持つ全国の35人を

平成大野屋支店主に委嘱し、市のPRをお願

いしましたが、4月15日には支店主を束ねる

本店が発足し、取締役にあたる9人の「番頭」

を委嘱しました。「本店主」の市長が「民間

の活力を生かしてまちづくりに取り組みた

い」とあいさつ。事務局となる市総合政策課

職員の「手代」から、これまでの経緯が説明

された後、瓦版の発行やインターネットの活

用など今後の事業展開について話し合いまし

た。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

5月

…
体
の
不
自
由
な
人
に

　

軽
自
動
車
税
を
減
免

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
二
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
が
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

？
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

？
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
・
運
転

　

免
許
証

申
請
期
限
5
月
2
6
日
2

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

税
務
課
収
税
係
（
容
6
6
・
I
I

　

I
I
内
線
4
2
2
）
ま
で

軽自動車税の減免対象となる障害

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級、4級の1
聴覚障害 2級、3級
平衡機能障害 3級
音声機能障害 3級（喉頭摘出による抒声機能　

障害がある場合に限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2

下肢不自由 1級～6級
体幹機能障害 1級～3級、5級
乳幼児期以前の

非進行性脳病変
による運動機能

障害

上肢

不自由

1級、2級（111肢のみに運

動機能障害がある場合を除く）

移動
機能

1級～6級

心臓機能障害 1級、3級
腎臓機能障害 1級、3級
呼吸器機能障害 1級、3級

膀胱・小腸・直腸機能障害1級、3級
療育手帳 （A）
精神障害者 1級
※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者および常時

介護者が運転する場合は、対象となる等級が若干異なります。

・
自
然
が
好
き
で

　

樹
木
医
を
志
す
人
に
補
助

　

市
で
は
樹
木
医
の
国
家
試
験
の

受
験
や
研
修
の
希
望
者
を
募
集
し
、

受
験
・
研
修
費
用
の
8
割
を
補
助

し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
2
5
歳
以
上
で
、
林

業
や
造
園
業
に
7
年
以
上
従
事
経

験
が
あ
る
男
女
。

募
集
人
員
4
人
程
度

締
め
切
り
6
月
3
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
林
務
課
林
業
振
興
係
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
2
2
）

　

ま
で

・
点
訳
を
学
ん
で

　

あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
点

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
5
月
2
1
日
2
～
6
月
2
5
日

　

2
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後

　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所
有
終
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

室
対
象
7
0
歳
ま
で
の
男
女

定
員
1
0
人

締
め
切
り
5
月
1
9
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
6
5
・
8

　

7
7
3
）
ま
で

・
年
金
の
保
険
料
免
除

　

申
請
は
6
月
2
日
ま
で

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え

で
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
4
月
か
ら
受

け
た
い
人
は
、
6
月
2
日
ま
で
に

市
役
所
（
住
民
票
を
市
外
に
移
し

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
市
町
村
役

場
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
と

印
鑑
、
学
生
は
そ
の
年
度
の
在
学

証
明
書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
市

民
課
年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

内
線
4
5
5
）
ま
で
。

…
あ
な
た
の
力
を
海
外
で

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集

　

平
成
9
年
度
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
や
派
遣
職
種
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
、
国
際
協
力
事
業
団

北
陸
支
部
（
a
0
7
6
2
・
3
3
・

5
9
3
1
）
ま
で
。

願
書
締
め
切
り
5
月
3
1
日
①

交通
安全

聶
び

エ
ア
バ
ッ
グ
の
効
果

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
締
め
て
こ
そ

　

エ
ア
バ
ッ
グ
の
普
及
に
は
、

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

運
転
席
や
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、

横
か
ら
の
衝
突
に
備
え
る
サ
イ

ド
エ
ア
バ
ッ
グ
も
登
場
し
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
ア
バ
ッ
グ
が

装
備
さ
れ
て
い
る
と
安
心
す
る

の
か
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な

い
人
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
エ
ア
バ
ッ
グ
は
あ

く
ま
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
補

助
装
置
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
い
と
、
エ
ア
バ
ッ

ク
が
作
動
し
た
と
き
に
大
け
が

を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

エ
ア
バ
ッ
グ
は
、
厚
い
生
地

で
で
き
た
袋
で
、
爆
発
す
る
よ

う
に
広
が
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
て
い
な
い
状
態
で
衝

突
す
る
と
、
広
が
っ
た
エ
ア
バ

ッ
グ
と
手
や
顔
が
激
し
く
ぶ
つ

か
り
、
保
護
す
る
ど
こ
ろ
か
、

け
が
を
す
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
す
。

　

ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

て
い
な
い
と
、
衝
突
時
の
衝
撃

に
よ
っ
て
体
が
浮
き
上
が
り
、

エ
ア
バ
ッ
グ
が
正
し
く
体
を
受

け
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
頭
を

突
っ
込
ん
で
し
ま
う
例
も
多
い

の
で
す
。

　

エ
ア
バ
ッ
グ
が
付
い
て
い
れ

ば
安
全
と
い
う
考
え
は
、
全
く

の
間
違
い
で
す
。
正
し
く
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
こ
そ
、
役
に

立
つ
も
の
な
の
で
す
。



●INFORMATION

●
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K
バ
ス
ー
ト
イ
レ
付

募
集
戸
数
1
戸

資
格
①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

　

務
し
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
人
③

　

一
定
基
準
以
内
の
所
得
の
人

家
賃
月
額
2
万
8
0
0
0
円

申
し
込
み
期
限
5
月
2
2
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

ま
で

・
今
年
も
や
り
ま
す

　

高
齢
者
の
運
転
教
室

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的

に
、
高
齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室

（
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
。

ド
ッ
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
は
、
自
動
車
学
校
の
教
習

指
導
員
に
よ
る
実
車
指
導
で
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
の
午
前
1
0
時

　

～
正
午
・
受
講
者
が
5
～
6
人

　

に
達
し
た
時
点
で
随
時
実
施

場
所
大
野
自
動
車
学
校

対
象
普
通
免
許
所
持
者
で
年
齢

　

6
5
歳
以
上
の
市
民

受
講
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6

　

4
）
ま
で

・
和
裁
を
習
い
ま
せ
ん
か

日
時
5
月
2
2
日
囚
～
H
月
2
0
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

　

～
3
時
3
0
分
計
2
6
回

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
初
心
者
を
対
象
に
浴
衣
を

　

は
じ
め
と
す
る
和
裁
実
習

受
講
料
1
ヵ
月
1
0
0
0
円

　

（
材
料
費
別
）

定
員
先
着
り
一
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
S
6
5
・
6

　

8
4
0
）
ま
で

●
春
の
風
物
詩

　

七
間
朝
市
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

山
々
も
新
緑
に
染
ま
っ
て
、
春

本
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
菜
や
地
場
産
品
を
中
心
と
し

た
恒
例
の
七
間
朝
市
の
お
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
目
玉
は

「
春
の
花
大
即
売
市
」
と
「
三
国

の
朝
市
」
で
す
。

日
時
5
月
1
7
日
曲
午
後
2
時

　

～
5
時
。
1
8
日
計
午
前
7
時
～

　

正
午

場
所
七
間
通
り
と
元
町
会
館

問
い
合
わ
せ
先
七
間
朝
市
振
興

　

協
議
会
高
橋
さ
ん
（
容
6
6
・
2

　

1
8
5
）
ま
で

●
憲
法
週
間
を
迎
え
て

　

5
月
3
日
は
、
憲
法
記
念
日
で

す
。
全
国
の
裁
判
所
で
は
、
毎
年

5
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
憲
法

週
間
と
し
、
法
務
省
、
弁
護
士
会

の
協
力
を
得
て
、
各
種
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
国
民
の
基
本
的

人
権
を
広
く
保
障
し
て
お
り
、
こ

れ
を
擁
護
す
る
た
め
、
国
家
権
力

の
行
使
は
法
に
従
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
法
の
支
配
」
と
い

い
、
こ
れ
も
日
本
国
憲
法
の
重
要

な
原
理
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し

て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
守
り
、

法
の
支
配
を
維
持
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

総
務
課
（
雲
0
7
7
6
・
2
2
ニ
ー

0
0
0
）
ま
で
。

児童手当現況届は6月中、再請求は5月中に

支給の対象3歳未満の児童を養

　

育している人に支給されます。

　

（ただし、所得制限有り）

手当の額（月額）第卜f5，0

　

00円、第2子5．000円、

　

第3子以降10，000円

支給の時期請求をした日の属す

　

る月の翌月から開始され、支給

　

事由の消滅した日の属する月分

　

で終わります。支給は、2・

　

6・10月に前月分までが支給。

特例給付所得制限により手当を

　

受けられないサラリーマン（厚

　

生年金などに加入している人）

　

は、所得が一定額未満の場合に

　

限り、特例給付（手当額は同じ）

　

が支給されます。

児童手当現況届手当を受けてい

　

る人は、毎年6月1日の状況を

　

記載した届と、次の添付書類を

　

6月中に提出しなければなりま

　

せん。提出がないと6月分以降

　

の支給が停止されます。

・年金加入証明書受給者が被用者

　

（サラリーマンなど）の場合・

　

前住所地の所得証明1月1日に

　

市内に住所がなかった場合

★前年に所得超過のため却下とな

った人も、所得の減少や扶養家族

の増加、加入年金の変更などによ

り、再認定されることもあるので、

5月中に再請求をお勧めします。

届け出・問い合わせ先

　

市役所福祉課児童福祉係a66・1111内線476

休
日
に
森
を
造
つ
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

「
市
民
ホ
リ
デ
ー
育
樹
の
森
」
参
加
者
を
募
集

　

市
で
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が

ら
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
気
軽
に
広
葉
樹
を
植
え

ら
れ
、
休
日
に
木
の
手
入
れ
を
行

え
る
森
を
提
供
し
ま
す
。

　

休
日
に
森
の
中
で
汗
を
流
し
て

み
た
い
人
、
広
葉
樹
の
植
え
付
け

や
保
育
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

「
木
を
植
え
て
み
た
い
が
保
育

は
で
き
な
い
」
と
い
う
人
は
、
植

え
付
け
だ
け
体
験
で
き
ま
す
。

育
樹
の
森
所
在
地
阿
難
祖
地
頭

　

方
ろ
く
ろ
谷
（
市
有
林
内
・
J

　

R
大
野
駅
か
ら
約
1
0
キ
ロ
ロ
。

　

車
で
約
2
0
分
）
総
面
積
3
0
0

　

O
平
方
□

募
集
条
件
・
市
内
の
個
人
、
団

　

体
、
企
業
・
市
内
在
住
者
が
会

　

員
で
あ
る
団
体
・
自
発
的
に
木

　

の
保
育
を
行
え
る
こ
と

【
育
樹
会
】

日
時
5
月
2
5
日
⑧
午
後
1
時
半

場
所
阿
難
祖
地
頭
方
ろ
く
ろ
谷

交
通
阿
難
祖
地
頭
方
集
会
所
ま

　

で
各
自
集
合
し
、
現
地
ま
で
送

　

迎
締
め
切
り
5
月
1
6
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
林
務
課
林
業
振
興
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
2
2
）

　

ま
で
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心
安
ら
ぐ
T
r
P
＾
―
り
の
水
車

水
野
主
計
さ
ん
（
堂
本
）

　

堂
本
の
水
野
主
計
さ
ん
（
7
9
歳
）
の
宝
は
、

農
作
業
の
合
間
を
見
な
が
ら
一
年
余
り
か
け

て
制
作
し
た
手
作
り
の
水
車
で
す
。
一
昨
年

の
七
月
か
ら
自
宅
の
前
庭
で
、
小
さ
な
池
と

共
に
直
径
約
九
上
サ
と
四
十
じ
の
大
小
二
つ

の
水
車
を
制
作
し
始
め
、
昨
年
八
月
に
完
成

し
ま
し
た
。
材
料
は
、
自
宅
に
あ
っ
た
石
や

木
材
、
セ
メ
ン
ト
、
金
具
な
ど
で
、
ほ
と
ん

ど
を
自
分
で
調
達
し
ま
し
た
。
掛
か
っ
た
経

費
は
約
八
万
円
で
す
。

　

水
車
の
そ
ば
に
は
、
三
日
月
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
野
さ
ん
は
こ
れ
に
ち
な

ん
で
「
み
か
月
泉
水
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

水
車
を
作
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
健

康
作
り
に
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
を
と
考
え
た

の
が
始
ま
り
で
、
も
と
も
と
造
園
関
係
の
仕

事
も
手
が
け
た
こ
と
も
あ
り
、
名
水
の
町
大

野
に
ち
な
ん
で
水
車
を
作
る
こ
と
に
し
た
そ

う
で
す
。
最
初
は
庭
全
体
を
使
っ
て
作
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
か
ら
「
管
理

は
ど
う
す
る
の
」
と
言
わ
れ
、
な
る
べ
く
手

間
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
と
仕
方
な
く
小
さ

く
し
ま
し
た
。

　

制
作
に
当
た
っ
て
あ
ち
こ
ち
研
究
に
出
か

け
ま
し
た
が
、
設
計
書
と
い
う
も
の
は
作
ら

ず
に
全
て
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
頼
り

に
し
た
た
め
、
毎
日
作
っ
て
い
く
た
び
に
少

し
ず
つ
形
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
た
水
で
回
る
水
車
の

下
の
池
に
は
、
金
魚
が
泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
ば
に
は
花
が
植
え
ら
れ
、
自
分
だ
け
が
楽

し
む
の
で
は
な
く
、
通
り
が
か
っ
た
人
が
少

し
で
も
心
が
安
ら
げ
ば
、
と
水
野
さ
ん
は
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
来
映
え
は
自
己
評
価
で
八
〇
点
位
。
将

来
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、
大
野
市

の
活
性
化
に
少
し
で
も
役
立
て
な
い
か
と
、

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

市民のうごき
4月1日現在 前月比

世帯数 11，519世帯 △5世帯

人口 41，254人 △103人

内訳
男 19，754人 △35人

女 21．500人 △68人

3月中の異動
転入 149人 出生 33人

転出 248人 死亡 37人

市内の交通事故状況（9ヵ、6ゆ）

件数内訳
平成9年

3月末

平成8年

3月末
比較

総件数 177件 154件 23件

人
身

事
故

件数 32件 32件 O件

死者 O人 O人 O人

傷者 50人 46人 4人

物損事故 145件 122件 23件

表
紙
の
こ
と
ば

　

春
の
訪
れ
と
共
に
再
開
さ
れ

た
七
間
朝
市
。
そ
れ
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、
越
前
こ
ぶ
し
組
の

人
力
車
も
走
り
始
め
ま
し
た
。

五
月
十
七
日
と
十
八
日
に
は
、

恒
例
の
七
間
朝
市
山
菜
フ
ー
ド

ピ
ア
が
開
か
れ
ま
す
。
観
光
シ

ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

歴
史
あ
る
大
野
を
十
分
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

　

四
月
の
時
間
と
い
う
も
の
は
、

ど
う
も
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
去
る

よ
う
で
す
。
入
進
学
や
就
職
、

転
勤
、
転
属
な
ど
さ
れ
た
人
、

同
じ
気
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
当
広
報
誌
の
制
作
メ
ン
バ

ー
も
四
月
か
ら
一
人
入
れ
代
わ

り
、
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ど
う
か
応
援
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（
川
端
）

”m．見i！1

　

今
春
、
次
女
も
大
学

へ
と
進
ん
だ
。
長
女
に

続
い
て
親
元
を
離
れ
て
、

下
宿
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
っ
た
。
娘
た
ち
が

い
な
く
な
っ
て
家
の
中

は
が
ら
ん
と
な
り
、
何
か
手
持
ち
ぶ
さ
た
な
の

で
あ
る
▼
毎
朝
の
お
弁
当
作
り
か
ら
、
早
く
解

放
さ
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
冷
蔵
庫
の
中

も
、
娘
た
ち
が
好
ん
で
食
べ
て
い
た
ヨ
ー
グ
ル

ト
や
ゼ
リ
ー
類
が
姿
を
消
し
、
寂
し
く
な
っ
た
。

娘
た
ち
の
部
屋
も
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
物

が
無
く
な
り
、
広
々
と
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
か

ら
も
、
は
や
り
の
音
楽
は
流
れ
て
こ
な
く
な
り
、

生
活
が
一
変
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
慣

れ
る
ま
で
は
、
寂
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な
時
、

近
く
の
大
学
で
あ
っ
た
ら
経
済
的
に
も
助
か
る

し
、
こ
の
よ
う
な
寂
し
さ
や
心
配
を
せ
ず
に
済

む
も
の
を
、
と
思
っ
て
し
ま
う
▼
次
女
が
行
く

前
に
「
お
母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
友
達
と
遊
び

に
行
っ
た
り
、
趣
味
を
つ
く
っ
た
り
し
て
楽
し

ん
で
ね
、
ぼ
け
た
り
し
な
い
で
」
と
言
い
残
し

て
行
っ
た
。
仕
事
と
家
庭
の
往
復
で
は
、
つ
い

つ
い
気
が
め
い
っ
て
し
ま
い
、
娘
た
ち
や
主
人

に
愚
痴
を
言
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
何
か
趣
味
、
楽
し
み
を
見
つ
け
よ
う
▼
あ

ら
た
め
て
市
報
を
眺
め
て
み
た
。
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
大
野
の
歴

史
も
勉
強
で
き
、
一
石
二
鳥
よ
」
と
あ
る
知
人

が
言
っ
て
い
た
。
陶
芸
教
室
。
こ
れ
は
手
作
り

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
い
う
点
で
は
、
私
に
合

っ
て
い
る
。
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。
こ
れ
は
ダ
イ
エ

ッ
ト
に
は
良
い
が
、
肉
体
的
に
続
き
そ
う
に
な

い
。
等
々
、
自
分
に
あ
っ
た
長
続
き
で
き
る
も

の
を
探
し
て
み
よ
う
。
（
K
）

g
W
l
h
I
P
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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